
令和４年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書【コロナ対策版】 

 

 

 

弊社では巡回公演事業を実施にあたり、新型コロナウイルス感染症防止対策として、以下の策を

講じた上で万全の状態でワークショップ・本公演を開催させていただきます。 

 感染拡大防止ガイドライン 

  ・消毒、マスク等着用の徹底 

   ※公演の際は、出演者はマスクを外しての出演となります。 

    その為、ステージと児童・生徒さんの鑑賞エリアは十分な距離を取るようにいたします。 

  ・検温の実施および、体調問診票の提出 

  ・学校様とのご相談の上で、お借りする出演者の楽屋、トイレなど場所を限定し、入校から退館 

   までの動線を明確に分けることに努めます 

 

しかしながらこのコロナ禍の中、公演実施にあたり、ご心配な学校様は、ワークショップ、本公演そ

れぞれのプログラムに対して、内容を下記調整、変更をすることが可能です。 

調整、変更内容については、以下それぞれのプログラム内容の下にご案内しております。 

ご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予防措置について 



 

 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 公益社団法人 宝生会 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュール（標準） 

午後 １３：００開始の場合 

①１１：００以降 主催校に到着 

②１１：３０~１２：３０ ワークショップ準備（プロジェクター等） 

③１２：３０以降 児童・生徒さんの入場 

④１３：００~１４：３０ ワークショップ【主催校様のご希望により、時間短縮の可能性有】 

⑤１４：３０~１４：４５ ワークショップ片付け 

⑥１４：４５~１５：１５ 本公演打合せ（ご担当の先生と弊社スタッフ） 

 

派遣者数 ※派遣者数の内訳を御入力ください 

出演者：４名 

スタッフ：２名 

 

学校における事前指導 

ワークショップ日以前、またはワークショップ日当日に教材（児童・生徒さん人数分）をお送りします

ので、配布をお願いします。 

特段、それによる事前指導は不要です。 

ワークショップにおける内容の調整、変更について 

〇体験内容の変更 

能面・装束体験を、小道具（枠桛輪）体験に変更【体験の児童さんは都度手指の消毒を

徹底】 

〇狂言発声体験の割愛 

〇謡（千秋楽）体験の割愛 

〇会場内の密を避ける為 

 → ワークショップの様子を収録した動画 DVDでのワークショップ鑑賞 

    ※ご希望に応じて、一部学年のみ実際にご鑑賞いただき、他学年は DVDでの 

    ご鑑賞をいただくことも可能ですが、 

    事前の文化庁への確認が必要となります。 

 

 



令和４年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書【コロナ対策版】 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 公益社団法人 宝生会 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派遣者数 ※派遣者数の内訳を御入力ください 

出演者：２０名 

スタッフ：７名 

 

タイムスケジュール（標準） 

①８：３０以降 スタッフ学校到着 

②９：００~１１：３０ 搬入・舞台・楽屋設営 

③１１：３０~１２：００ 出演者到着・到着後場アタリ 

④１３：００以降 児童・生徒さん入場 

⑤１３：２５ 学校さんの挨拶（ご要望に応じて） 

⑥１３：３０~１５：１０ 本公演【前半約４０分 休憩１０分 後半約５０分】 

⑦１５：３０~１７：００ 舞台・楽屋片付・搬出 （１６：００頃 出演者学校発） 

※体育館の条件（階数や搬出入の距離）により②を早め、また⑦に幾分多めの時間を要する可能

性があります。 

 

実施校への協力依頼人員 

舞台・楽屋準備において、特段お手伝いは不要です。 

 

演目解説 

プログラム内の、あらすじなどをご参照ください。 

 

児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

○ワークショップで覚えた能の謡が、実際の演能「黒塚」で演じられる。 

○ワークショップで体験した能の動き（所作・謡い）を、解説また演能で立体的に体感。 

○ワークショップで体験した狂言の発声を、本狂言により、笑いを通して体感。 

○バーチャル能楽堂：能楽堂を目線カメラで撮影したオリジナル動画をワークショップで体感。本公演

当日は、それを模した本格的な能舞台で能楽を、目の前で観劇する。 

ワークショップで体験した「構え」「運び（スリ足）」を能楽師が基本動作として演じていることを発見。 

ワークショップで狂言師と一緒に体験した狂言のしぐさやセリフが能舞台で演じられ、その迫力を実感。 

 

本公演における内容の調整、変更について 

〇会場内の密を避ける為 

 → 複数回の公演実施 

    ※ご希望に応じて、同日での 2～3回での開催することも可能ですが、 

    事前の文化庁への確認が必要となります。 

〇児童・生徒との接触を減らす為 

 → 体験要素の割愛 

    ※ワークショップと同様に謡（千秋楽）を割愛 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒とのふれあい 

演能「黒塚」後、アフタートークをもうけます。児童・生徒さんが純粋に感じた疑問や、自由な感想を

能楽師と交換していただきます。 

 



 

【別添資料】 

 

 

巡回公演事業における新型コロナウィルス感染予防措置について 

 

弊社では今年度の巡回公演事業における新型コロナウィルス感染症防止対策として、以下の策を講じており

ます。良質な舞台の提供を目指すべく、学校のご協力の上、以下の対策を実施いたします。 

 

１．公演関係者(出演者・スタッフ) について 

① 終日、マスクを着用致します（但し本番時、表現上困難な場合は除きます）。 

② 入館時に検温を実施、37.5℃以上の発熱が認められる者の入場を厳禁と致します。 

③ 主催者へ公演関係者の問診票を提出致します。 

咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁/鼻閉、嗅覚・味覚障害、眼の痛みや 結膜の充血、頭痛、

関節/筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐の症状などのチェック 

④ 手指の消毒やこまめな手洗い、うがいと咳エチケットを徹底致します。 

⑤ ソーシャルディスタンスを励行致します。 

 人と人との距離を適切に取るように努めます。（基本 2ｍ、最低 1ｍ） 

⑥ 下記に該当する者の来場を厳禁と致します。 

・新型コロナウィルス感染症陽性とされた者との濃厚接触者がある場合 

・過去 2週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、 

地域への訪問歴及び当該在住者との濃厚接触がある場合 

 

 

 

次頁につきましてはより安心な公演環境づくりのため、弊社舞台担当が公演打合せ時にご相談をさせて頂きます

ので、ご対応、ご協力のほど、宜しくお願い申し上げます。 

 

２．体育館において 

⑦ 共用スペースについて 

・公演関係者の使用スペース（舞台、楽屋、トイレ）の消毒を心掛けます。 

（手指消毒液・除菌シートの設置等）。 

・公演関係者と学校関係者との接触を避けるため、できるだけトイレや移動導線に 



ついて、別動線を確保するようにいたします。学校様のご協力をお願いいたします。 

⑧ 空調管理について 

・演出上可能な範囲で窓・扉の開放を致します。 

また、ご準備が可能であればサーキュレーターの設置をお薦め致します。 

⑨ 楽屋について 

・ケータリングにおいて、使い捨て紙コップ・紙皿を使用致します。 

・ごみの適切な処理に気を配り、ごみは持ち帰り致します。 

 

３．その他 

⑩ タイムスケジュールについて 

・密を避けるため、全体的に余裕のある時間設定をお薦め致します（児童・生徒入 

退場、体育館での滞在時間、清掃除菌するための時間等）。 

⑪ ソーシャルディスタンス遵守に準じた鑑賞位置について 

・出演者の飛沫感染予防のための先頭位置および客席間の距離をご提案致します。 

・状況により、上記に関する座席あるいは床への表示などをお薦め致します。 

・客席内での機材のオペレート席は児童・生徒席との距離を十分に保つように致します。 

⑫ 演出等について 

・児童・生徒と接触するような演出、客席通路を使用するような演出（声援を惹起 

する、ステージに上げる等）に関しては適切な方法を確認し合います。 

・児童・生徒が触れる舞台道具については、スタッフが使用前後に除菌を致します。 

 

 

各学校様におかれましては、日常既に各自治体、教育委員会のガイドラインに沿った感染症対策を進められて

いることと思いますので、弊社もそれに準じます。 

外部会場を利用される場合は、弊社も含め会場職員の指導を受けることになります。 

なお、上記以外の弊社へのご要望がございましたら、お打合せ時にお伝えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


